
市からの 知らせお

82019年（令和元年）9月号

問幼稚園保育園課（i
あい

プラザ 3 階）☎ 0538-37-2754　ＦＡＸ 0538-37-4631

幼児教育・保育無償化　10月スタート

対象期間 満 3 歳の誕生日を迎えた翌年度の 4 月から小学校就学前までの 3 年間
（幼稚園・認定こども園（幼稚園部）は、満 3 歳から無償化の対象）

幼児教育・保育無償化　10月スタート

幼児教育・保育の利用料無償化　主な例

3 ～ 5 歳
（共働き家庭など保育の必要性の認定事由に該当する子ども）

※認定こども園、認可保育園、認可外保育施設などについては、市民税非課税世帯の 0 ～ 2 歳も上記と同様に
　無償化の対象となります（認可外保育施設の場合は月額 42,000 円まで無償）

※給食費（主食費・副食費）は実費負担です。ただし、年収 360 万円未満相当世帯の子どもと第３子以降の子
　どもは、副食費（おかず・おやつなど）は免除となります

※就学前の障がい児の発達支援事業所と幼稚園・認定こども園・認可保育園などを併用する場合も無償化の対象
　となります

認可外保育施設など無償化の対象となる施設やサービスを運営・提供する事業者の皆さんへ

　無償化の対象となる認可外保育施設などは市に届け出をして、国が定める認可外保育施設の指導監督
基準を満たす必要があります（一定の猶予期間あり）。手続きを完了していない場合、利用者は無償化の
対象となりません。

3 ～ 5 歳
（右記以外）

幼
稚
園

認
可
保
育
園

認
定
こ
ど
も
園

就
学
前
障
が
い
児
の

発
達
支
援
事
業
所

幼
稚
園
の
預
か
り
保
育

認
可
外
保
育
施
設

一
時
預
か
り
事
業
な
ど

10月1日から、幼稚園・認定こども園・認可保育園

などの利用料が無償化されます。詳細は市ホームペ

ージをご確認ください。

幼稚園の預かり保育、認可外保育施設、一時預かり事業などの利用により上記の無償化を受けるため
には、磐田市から事前に「保育の必要性の認定」を受ける必要がありますので申請をお願いします

ページ番号 1007407

タイトルは縦書きor横書き
ページ番号の右上配置、タイトル、問い合わ
せ先の順で配置
本文は縦書き4段、本文に入る前に2段見出し
を配置、必要であればリード文章をその後に
入れる。

無償
月額 25,700 円まで

無償
幼稚園の利用に加え
月 11,300 円まで

無償
月額 37,000 円まで

無償



市からの 知らせお

9 2019年（令和元年）9月号

問幼稚園保育園課（i
あい

プラザ 3 階）　☎ 0538-37-2754　ＦＡＸ 0538-37-4631

保育園・認定こども園・幼稚園の入園児を募集
ページ番号 1004392

◆募集期間・時間　10月3日㈭～11月15日㈮　午前8時30分～午後5時15分　（土・日曜日、祝日を除く）
◆申込書類　10 月 1 日㈫から幼稚園保育園課、各支所市民生活課市民福祉グループ、ひと・ほんの庭　
　にこっとで配布します。　※にこっとは、土・日曜日、祝日開館（月曜日休館）
◆申込方法　必要書類を添えて、幼稚園保育園課または各支所市民生活課市民福祉グループへ提出して
　ください。ただし、にこっとでは申し込み受付をすることはできません。
　※来年 5 月以降の入園希望者は、来年 1 月以降、入園希望月の 3 カ月前の末日までに申し込みください
◆選考方法　世帯の状況や保育を必要とする理由などを考慮し、必要性の高い方からの入園となります。
　結果は、来年 1 月末までに申し込み者全員に通知する予定です。申し込み者が多数の場合、入園でき
　ないことがあります。

◆募集期間　10 月 3 日㈭～ 25 日㈮（土・日曜日、祝日および休園日を除く）
　※園の行事などにより振替休日となる日があります
◆申込書類　9 月 24 日㈫から各幼稚園・認定こども園で配布します。
◆提出方法　必要書類を全て添えて、通園を希望する幼稚園・認定こども園に直接提出してください。
◆選考方法　申し込み者が定員を超えた場合は抽選となります。抽選に漏れた場合、その園のキャンセ
　ル待ちのほか、他の幼稚園、認定こども園に申し込むこともできます。
◆その他　
　・市内全域の公立幼稚園・認定こども園から選択できます（通園区の自由化）。
　・複数の園への申し込みや私立認定こども園の幼稚園枠との併願はできません。
　・私立の幼稚園・認定こども園（幼稚園枠）の申し込み方法は各園にお問い合わせください。

対象児
平成26年4月2日～
令和元年5月1日に
生まれた乳幼児

平成26年4月2日～
令和元年10月1日
に生まれた乳幼児

平成26年4月2日以降に
生まれた乳幼児

平成26年4月2日～
平成29年4月1日に
生まれた幼児

平成29年4月2日以
降に生まれた乳幼児

対象園

磐田北保育園
二之宮保育園
竜洋西保育園 ※ 1
竜洋北保育園 ※ 1
豊田西保育園
龍の子幼稚園

豊田北保育園
福田こども園
竜洋東こども園

（仮称）豊田南
第 3 保育園 ※ 2

こうのとり保育園
いずみ第二保育園
西貝保育園
中泉保育園
バディ保育園
風の森保育園

いずみ保育園
いずみ第三保育園
ひまわり保育園
豊田みなみ保育園

（仮称）広瀬こども園

豊岡こども園
大藤こども園
青城こども園
岩田こども園 ※3
豊田南こども園
磐田なかよしこども園

あいむ保育園
にじいろ保育所
ひよこ保育園
りんご保育園
はあとふる保育園
ハッピー保育園

子育てセンターみなみしま
子育てセンターとみがおか
聖隷こども園こうのとり東
聖隷こども園こうのとり豊田

（仮称）聖隷こども園こうのとり富丘

磐田のびやか保育園
ハッピー第 2 保育園
ハッピー第 3 保育園
四季の風保育園
新貝ひよこ保育園

募集対象児と対象園　※�令和 2 年 4 月から入園を希望する方が対象

①保育園・認定こども園（保育園枠）

②公立幼稚園・公立認定こども園（幼稚園枠）

（※ 1）今後、民営化の予定　（※ 2）令和 2 年 4 月から民営化の予定　（※ 3）令和 3 年 4 月から民営化の予定

対象児 平成26年4月2日～平成29年4月1日に生まれた幼児

対象園
磐田北幼稚園
竜洋幼稚園
青城こども園

磐田南幼稚園
豊田北部幼稚園
豊岡こども園

向笠幼稚園
豊田東幼稚園
豊田南こども園

長野幼稚園
豊岡南幼稚園
竜洋東こども園

田原幼稚園
大藤こども園
岩田こども園 ※ 3

東部幼稚園 ※ 1
福田こども園
磐田なかよしこども園

申し込み
①
保
育
園

認
定
こ
ど
も
園
（
保
育
園
枠
）

②
公
立
認
定
こ
ど
も
園（
幼
稚
園
枠
）

公
立
幼
稚
園
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問ひと・ほんの庭　にこっと　☎ 0538-36-1711　ＦＡＸ 0538- 36-1713

中学生スタートアップ応援事業
ページ番号 1006992

◆
応
援
対
象

　

市
内
在
住
で
令
和
2
年
度
に
中
学

　

校
入
学
を
予
定
す
る
児
童
（
現
小

　

学
6
年
生
）

◆
支
給
額　

　

児
童
1
人
に
つ
き
3
万
円
分
の
商

　

品
券
を
支
給

◆
支
給
方
法

　

11
月
上
旬
頃
か
ら
対
象
者
宛
に
申

　

請
書
を
郵
送
し
ま
す
。
12
月
1
日

　

㈰
か
ら
「
ひ
と
・
ほ
ん
の
庭　

に

　

こ
っ
と
」
で
、
申
請
書
と
商
品
券

を
引
き
換
え
ま
す
。
引
き
換
え
ま
で

大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
商
品
券
の
使
用
期
限
は
令
和
2
年

　

4
月
30
日
㈭
ま
で

＊
額
面
を
下
回
っ
た
利
用
の
際
、
お

　

釣
り
は
あ
り
ま
せ
ん

◆
商
品
券
の
使
用
対
象

　

中
学
校
入
学
時
の
学
校
指
定
の
制

　

服
・
体
育
衣
料
の
購
入

◆
商
品
券
の
利
用
可
能
店
舗

　

商
品
券
取
扱
店
と
し
て
登
録
し
た

　

市
内
の
制
服
・
体
育
衣
料
店

＊「しっぺいこども福祉基金」の活用

　親世代が安心して子育てでき、子どもたちが健全に成長でき
る環境づくりのため、磐田市は「しっぺいこども福祉基金」を
創設し、広く市内外の個人や団体から応援の気持ちを募ってき
ました。中学生スタートアップ応援事業にはこの基金の一部が
活用されます。

将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
生
き
る
力
と

笑
顔
を
オ
ー
ル
磐
田
で
支
え
た
い

２
年
目
と
な
る
中
学
生
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
応
援
事
業
は
、

大
人
へ
の
ス
テ
ー
ジ
に
進
む
子
ど
も
た
ち
が
、

新
た
な
気
持
ち
で
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

オ
ー
ル
磐
田
で
応
援
す
る
事
業
で
す
。

経済サポート
入学準備の負担軽減のため

商品券をお渡しします。

心のサポート
不安な気持ちや揺れ動く心を
サポートするメッセージを

届けます。

約1,700人の応援メッセージを
書いていただける方を募集

【書いていただく応援メッセージ】

大丈夫
  「自分らしく」を大切に
「自分らしく」いることって本当に難しい。だからこそ、
大切にしてほしい言葉です。

市民の皆さんが応援の気持ちを込めて書いてく
れたメッセージを、フォトフレームに入れ、商
品券の引き替えの際に、にこっとスタッフから
直接子どもたちに手渡します。

〈応援メッセージ記入場所〉
と　き：10月1日㈫から
ところ：にこっと1階　特設会場　ほか

約1,700人の
子どもたちへ

ポイント②　介護保険関係以外に医療・
　　　　　　認知症などの相談が多い！

タイトルは縦書きor横書き
ページ番号の右上配置、タイトル、問い合わ
せ先の順で配置
本文は縦書き4段、本文に入る前に2段見出し
を配置、必要であればリード文章をその後に
入れる。

（参考）平成30年度商品券
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11 2019年（令和元年）9月号

問高齢者支援課（i
あい

プラザ 3 階）　☎ 0538-37-4831　ＦＡＸ 0538-37-6495

地域包括支援センター
ページ番号 1001892

約1,700人の
子どもたちへ

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
高
齢
者
の

総
合
窓
口
で
す

高
齢
者
が
地
域
で
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
に
主
任
介
護
支

援
専
門
員
（
主
任
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
）、
保
健
師
、
社
会
福
祉

士
な
ど
の
資
格
を
持
っ
た
職
員
が
市
民
の
皆
さ
ん
の
さ
ま
ざ
ま

な
相
談
に
応
じ
ま
す
。

どうしたら介護サービスを
受けられるのかな…

近所の1人暮らし
のおばあちゃんが
心配だな…

隣の家から怒鳴り声が
聞こえるけど
大丈夫かしら…

お金の管理が不安…

ポイント①　相談人数が増加！ ポイント②　介護保険関係以外に医療・
　　　　　　認知症などの相談が多い！

今の健康を維持
するにはどうし
たらいいかな…

認知症の家族に
どう接したら
いいか…

▼相談受付した延べ人数

5年間で約5,000人増

平成25年
15,669人 医療関係 認知症 成年後見・

権利擁護

▼平成30年の主な相談内容（介護保険関係以外）
平成30年
20,425人

日々の生活での困りごと、心配ごとなど

お 気 軽 に
  早 め の ご 相 談 を  !

◎センター開所時間：月～金曜日 　午前8時30分～午後5時15分（祝日、休日、年末年始（12月29日～ 1月3日）を除く）
センター名 ところ 担当地区 電話番号 FAX番号

城山・向陽地域包括支援センター 見付交流センター駐車場内 城山・向陽中学
校区 36-4865 36-4603

中部地域包括支援センター i
あい

プラザ1階 磐田第一・神明
中学校区 37-1060 37-0550

南部地域包括支援センター 磐田市急患センター 1階 南部中学校区 36-8900 36-8001

豊岡地域包括支援センター 豊岡支所1階 豊岡中学校区 0539-
63-0500

0539-
63-0505

豊田地域包括支援センター 豊田支所1階 豊田・豊田南中
学校区 36-1300 36-1301

竜洋地域包括支援センター 竜洋支所1階 竜洋中学校区 66-9221 66-9222

福田地域包括支援センター 福田支所1階 福田中学校区 58-3242 58-3243

例えばこんな心配ごとありませんか？
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122019年（令和元年）9月号

ページ番号 1007404

保
険
の
加
入
状
況
を
確
認
し
ま
し
ょ
う

　

次
の
保
険
に
個
人
賠
償
責
任
補
償
の
特

約
が
付
い
て
い
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、

現
在
加
入
中
の
保
険
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

□ 

自
動
車
保
険
（
任
意
）
□ 

火
災
保
険

□ 

傷
害
保
険　
　
　
　
　

□ 

各
種
共
済

□ 

社
員
な
ど
を
対
象
に
会
社
を
通
じ
て
加

　

 

入
す
る
団
体
保
険

□ 

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員
を
対
象
に
学
校
を
通
じ
て

　

 

加
入
す
る
団
体
保
険

□ 

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
付
帯
の
保
険

※
不
明
な
場
合
は
、
加
入
し
て
い
る
保
険

会
社
な
ど
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

Ｔ
Ｓ
マ
ー
ク
で
安
全
・
安
心

　

自
転
車
整
備
店
で
自
転
車
の
点
検
・
整

備
（
有
料
）
を
受
け
る
と
貼
る
こ
と
が
で

き
る
Ｔ
Ｓ
マ
ー
ク
（
点
検
整
備
済
証
）
に

も
自
転
車
保
険
が
付
い
て
い
ま
す
。
有
効

期
限
は
Ｔ
Ｓ
マ
ー
ク

に
記
載
さ
れ
て
い
る

点
検
・
整
備
の
日
か

ら
1
年
間
で
す
。

　
「
静
岡
県
自
転
車
の
安
全
で
適
正
な
利
用

の
促
進
に
関
す
る
条
例
」
が
4
月
1
日
に

施
行
さ
れ
、
10
月
1
日
か
ら
は
静
岡
県
内

で
自
転
車
を
利
用
す
る
人
の
自
転
車
損
害

賠
償
保
険
な
ど
へ
の
加
入
が
義
務
付
け
ら

れ
ま
す
。

　

自
転
車
は
車
両
で
す
。
も
し
事
故
を
起

こ
し
て
し
ま
っ
た
ら
、
多
額
の
賠
償
金
を

請
求
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
自
転
車

保
険
な
ど
に
加
入
し
て
お
く
こ
と
で
、
事

故
が
起
き
た
際
に
被
害
者
を
救
済
し
、
加

害
者
側
の
生
活
の
破
綻
を
防
ぐ
助
け
に
も

な
り
ま
す
。
万
が
一
の
加
害
事
故
に
備
え

て
、
自
転
車
保
険
な
ど
へ
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

小
・
中
学
生
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
も
義
務
化

　

同
条
例
に
よ
り
、
小
・
中
学
生
の
通
学

時
に
お
け
る
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
も
義
務
化

さ
れ
ま
す
。
自
転
車
乗
用
中
の
交
通
事
故

被
害
を
軽
減
す
る
た
め

に
は
、
頭
部
を
守
る
こ

と
が
と
て
も
重
要
で
す
。

自
転
車
に
乗
る
際
は
必

ず
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用

し
ま
し
ょ
う
。

自
転
車
損
害
賠
償
保
険
な
ど
へ
の
加
入
義
務
化

　
　
　
　

問
地
域
づ
く
り
応
援
課
（
本
庁
舎
2
階
）

☎
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自
転
車
を
安
全
に
利
用
す
る
た
め
に▲赤色ＴＳマーク
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暖
房
便
座
の
設
置
状
況

　

小
中
学
校
の
ト
イ
レ
環
境
の
改
善
を
図

る
た
め
、
す
で
に
設
置
さ
れ
て
い
る
洋
式

ト
イ
レ
を
暖
房
便
座
に
改
修
し
ま
す
。

▼�

設
置
数
／
小
学
校
3
1
2
基
・
中
学
校

1
2
5
基

▼
概
算
事
業
費
／
5
5
0
0
万
円

▼
財
源
／
し
っ
ぺ
い
こ
ど
も
福
祉
基
金

▼
設
置
完
了
予
定
／
令
和
元
年
10
月
中

エ
ア
コ
ン
の
設
置
状
況

　

市
で
は
、
近
年
の
夏
季
の
異
常
な
気
温

上
昇
に
対
し
て
、
教
育
環
境
の
改
善
に
向

け
た
取
り
組
み
と
し
て
、
市
内
全
公
立
小

中
学
校
（
現
在
建
設
中
の
学
校
は
除
く
）

に
エ
ア
コ
ン
を
設
置
し
ま
す
。

　

平
成
31
年
2
月
議
会
の
議
決
を
受
け
、

各
学
校
の
調
査
と
空
調
設
置
工
事
の
設
計

を
進
め
、
6
月
末
に
設
計
業
務
が
完
了
し

た
こ
と
か
ら
、
8
月
よ
り
工
事
に
着
手
し

ま
し
た
。

　

エ
ア
コ
ン
の
整
備
は
、
事
業
者
へ
の
発

注
工
事
の
集
中
に
よ
る
作
業
員
の
確
保
な

ど
の
課
題
は
あ
り
ま
す
が
、
１
日
で
も
早

い
設
置
完
了
を
目
指
し
、
本
年
度
中
の
完

成
を
目
標
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

▼�

整
備
す
る
教
室
／
小
学
校
21
校
3
6
1

教
室
・
中
学
校
9
校
1
5
3
教
室

▼�

空
調
方
式
／
電
気
式
「
電
動
ヒ
ー
ト
ポ

ン
プ
」

▼
概
算
事
業
費
／
16
億
円

▼�

財
源
／
国
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
・
冷
房
設
備

対
応
臨
時
特
例
交
付
金
（
補
助
金
）

▼
設
置
完
了
予
定
／
令
和
2
年
3
月
末

エ
ア
コ
ン
・
暖
房
便
座
の
設
置
を
進
め
て
い
ま
す

　
　
　
　

問
教
育
総
務
課
（
西
庁
舎
3
階
）
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良
好
な
教
育
環
境
の
整
備
を
目
指
し
て

ほかほか～

▲エアコンが設置された教室
　（イメージ）
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▼

行
財
政
改
革
の
取
り
組
み

総
合
力
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
の
ま
ち
を
目
指
し
て

　
　
　
　

問
秘
書
政
策
課
（
本
庁
舎
4
階
）
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4
8
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行
財
政
改
革
と
は
、
単
に
経
費
や
職
員

数
を
削
減
す
る
の
で
は
な
く
、
限
ら
れ
た

財
源
・
人
材
を
効
率
よ
く
活
用
し
、
市
民

サ
ー
ビ
ス
向
上
に
つ
な
げ
る
こ
と
で
す
。

　

少
子
高
齢
化
の
急
速
な
進
行
や
人
口
減

① 経費の削減　【効果：約 5,500 万円】　
【主な取り組み】　
正規職員数の見直し（平成 29 年度：959 人⇒平成 30 年度：952 人）
ICT の活用による業務の効率化　など

■  全小中学校へのエアコン設置工事
■  JR 御厨駅の建設工事
■  新東名磐田スマート IC の設置工事
■  こども・若者相談センターの開設
■  海岸堤防の整備
■  ながふじ学府における小中一体校の整備
■  （仮称）磐田市文化会館の建設工事　など

少
な
ど
に
よ
り
、
財
政
状
況
が
ま
す
ま
す

厳
し
く
な
る
と
予
想
さ
れ
る
中
、
市
で
は
、

健
全
で
効
率
的
な
行
財
政
運
営
を
推
進
す

る
た
め
「
行
財
政
改
革
」
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

平成 30 年度の取り組みの効果

生まれた財源は令和元年度事業に活用しています

③ その他、事業の見直しによりサービスの向上を図ったもの
【主な取り組み】
市税クレジット納付の導入（平成 30 年 4 月から　納付件数：1,768 件）
証明書類のコンビニ交付の導入（平成 31 年 2 月から）　など

② 自主財源の確保　【効果：約 10 億 6,200 万円】
【主な取り組み】　
旧保育園跡地など未利用地の売却
有料広告の推進（広報いわた有料広告）
ふるさと納税の推進（寄附件数：9,806 件）　など

　

磐
田
市
立
総
合
病
院
で
は
、
患
者
さ
ん

や
ご
家
族
、
地
域
住
民
の
皆
さ
ん
に
と
っ

て
よ
り
利
用
し
や
す
い
開
か
れ
た
病
院
を

目
指
し
て
、
医
療
や
病
院
の
取
り
組
み
な

ど
の
情
報
を
積
極
的
に
発
信
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
病
院
だ

よ
り
に
加
え
て
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
と
情

報
発
信
ブ
ー
ス
に
よ
る
お
知
ら
せ
に
力
を

入
れ
て
い
ま
す
。

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
で
発
信
中

　

医
療
講
演
会
・
研
修
会
な
ど
の
イ
ベ
ン

ト
告
知
や
開
催
報
告
、
役
立
つ
医
療
情
報
、

当
院
の
地
域
活
動
な
ど
を
写
真
や
映
像
を

交
え
タ
イ
ム
リ
ー
に
発
信
し
て
い
ま
す
。

　

正
面
玄
関
に
は
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
で
取

り
上
げ
た
内
容
の
一
部
を
ポ
ス
タ
ー
掲
示

し
、
来
院
さ
れ
た
方
々
に
も
楽
し
ん
で
も

ら
え
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

病
院
内
情
報
発
信
ブ
ー
ス

　

1
階
外
来
待
合

ホ
ー
ル
で
は
、
来

院
さ
れ
た
方
々
に

月
替
わ
り
で
専
門

的
な
医
療
・
医
学

の
情
報
を
提
供
し

て
い
ま
す
。
ミ
ニ

講
座
や
イ
ベ
ン
ト

も
定
期
的
に
開
催

し
て
い
ま
す
。

地
域
に
開
か
れ
た
医
療
機
関
へ

役
立
つ
情
報
を
タ
イ
ム
リ
ー
に
発
信

問
市
立
総
合
病
院
経
営
企
画
課
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磐田市立総合病院
臨床検査技師

　大井 直樹

　
普
段
は
臨
床
検
査
技
師
と
し
て
患
者
さ

ん
と
関
わ
る
傍
ら
、
病
院
の
広
報
担
当
と

し
て
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
の
記
事
作
成
や
情

報
発
信
ブ
ー
ス
の
運
営
な
ど
を
し
て
い
ま

す
。
医
療
に
関
わ
る
情
報
を
分
か
り
や
す

く
発
信
で
き
る
よ
う
心
掛
け
て
い
ま
す
。

担
当
者
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

▲フェイスブック　　
　はこちらから




